
　以下のとおり、寄附を受領しましたので公表いたします。

寄附者 寄附の金額 受領年月日 内　　容 寄附に至った経緯 備　　考

三沢市 20,000,000円 令和3年4月21日

　
　寄附講座
（地域医療支援学講座）

　青森県，特に三沢地域での
重要な疾患に関する研究の推
進及び実践を通じて，地域医
療（特に高齢者医療と周産期
医療）の充実と住民の健康増
進を図ることにより，地域住
民がライフステージに応じて
健やかで心豊かに生活できる
地域社会の実現に寄与するこ
とを目的とする。

 
　弘前大学大学院医学研究科では，多くの臨床
医学系講座がそれぞれの担当の中で地域医療に
関する講義を行うとともに，学外地域医療機関
の協力の下で診療参加型臨床研修を実施し，地
域医療に関する卒前臨床医学教育の充実に努め
ている。また，医学教育の在り方に関する検討
の中で，地域医療を担う優秀な医師の養成にあ
たっては，卒前医学教育，卒後臨床研修，大学
院教育，医師生涯教育を一貫して見通し，改善
を図っていくことの重要性が指摘されている。
　一方，わが国では世界に類を見ない高齢化が
急速に進行しており，65歳以上の高齢者が3,000
万人を突破した。今後，更に高齢化は進んでい
くものと予想される。とくに青森県では，高齢
者人口の急激な増加に加えて，若者の都会への
流出による少子化，人口減少も急速に進行して
おり，大きな問題となっている。
　ますます増える高齢者に対する地域医療の充
実は喫緊の課題ではあるが，加えて「安心して
妊娠・出産できる医療体制」の確立がなけれ
ば，人口減少，少子化に歯止めをかけることは
できない。
　このような青森県の現状を鑑み，地方におけ
る高齢者医療の推進と同時に周産期医療の改善
を目的とする寄附講座「地域医療支援学講座」
の創設は，三沢地域に対する大きな医療貢献の
みならず，少子高齢化に対する新たな取り組み
としても注目されることから，寄附を受け入れ
たものである。

寄附講座設置日：H31.4.1
設置期間：H31.4.1～R7.3.31
令和元年度　20,000,000円
令和2年度　20,000,000円
令和3年度　20,000,000円
令和4年度　20,000,000円（予
定）
令和5年度　20,000,000円（予
定）
令和6年度　20,000,000円（予
定）

令和３年度　地方公共団体からの寄附について

公  表  者：国立大学法人弘前大学長
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公  表  者：国立大学法人弘前大学長

青森県 70,000,000円 令和3年6月30日

　
　寄附講座
（総合地域医療推進学講座）
　
　超高齢化や新専門医制度を踏ま
え，本学を起点とし青森県内の大
小医療機関を循環するオリジナル
の地域循環型医師育成支援システ
ムに関する総合的な研究を通じて
地域医療の充実に寄与することを
目的とするほか，周産期医療従事
者及び障害児者医療従事者の育成
及び在り方に関する研究を通じて
地域医療の充実に寄与することを
目的とする。

 
　弘前大学大学院医学研究科では，多くの臨床系講
座，総合診療医学講座，社会医学講座がそれぞれの担
当の中で地域医療に関する講義を行うとともに，学外
地域医療機関の協力の下で診療参加型臨床研修を実施
し，地域医療に関する卒前臨床医学教育の充実に努め
ている。
　わが国では，世界に類を見ない高齢化が急速に進行
しており，65歳以上の高齢者が3,000万人を突破し
た。まさに超高齢時代を迎えたといっても過言ではな
く，今後更に高齢化は進んでいくものと予想される。
高齢化が進行すれば従来の領域ごとに専門分化した医
学だけでは対応しきれない状況となってくることか
ら，総合診療専門医の育成が急務となってきている。
このような事情を背景として，国は2017年度から新た
な専門医制度を開始しようとしており，その制度にお
いて新たに「総合診療専門医」を創設することを決定
した。今後，相当数の総合診療専門医の誕生に向け，
わが国の医師養成体制は大きく変貌する可能性があ
る。青森県における地域医療充実のためには旧来の内
科医，外科医等の育成に加え，新たな地域医療の担い
手である総合診療医の育成が欠かせない。そのため，
本寄附講座を中心として，若手医師がキャリア向上を
図ることができる地域循環型医師育成システムを構築
し，地域医療の恒常的な充実を図っていく必要があ
る。
　また，地域医療充実にあっては，周産期医療従事者
及び障害児者医療従事者の確保も喫緊の課題である
が，この状況を解消するにはまだ相当の時間を要する
と考えられる。本学に求められているのは，これらの
人材育成と，地域の周産期医療及び障害児者医療の在
り方に関する実践的研究である。
　以上のことから，これらを担うための講座設置が必
要であるため，寄附を受け入れたものである。

寄附講座設置日：H28.5.1
設置期間：H28.5.1～R8.3.31
平成28年度　60,000,000円
平成29年度　60,000,000円
平成30年度　70,000,000円
令和元年度　70,000,000円
令和2年度   70,000,000円
令和3年度　 70,000,000円
令和4年度   70,000,000円(予
定)
令和5年度　 70,000,000円(予
定)
令和6年度   70,000,000円(予
定)
令和7年度   70,000,000円(予
定)
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八戸市立市民病
院事業

20,000,000円 令和3年5月28日

 
  寄附講座
（地域周術期管理医学講座）

手術を受ける患者さんの安全な周
術期管理を推進するために、臨
床、基礎両面から周術期管理に関
する研究を行い、八戸市立市民病
院とともに得られた研究結果を臨
床応用していき、術後に地域社会
において健やかで心豊かな日常生
活へのスムースな復帰に寄与する
医療システム構築を目的とする。

　
 弘前大学大学院医学研究科では、各臨床医学講座
が、地域医療に関する講義を担当科目内で行ってい
る。また、八戸市立市民病院など学外の関連医療機関
と協力して、診療参加型臨床実習を実施し、地域医療
に関する卒前教育の充実に努めている。
　更には、臨床医養成においても、地域医療を担うた
めの多種多様の臨床経験を積む必要があることから、
多くの関連医療機関と連携しているが、八戸市立市民
病院は研修医の受け入れ人数の多い病院であり、医学
研究科並びに附属病院にとって重要な医療機関の１つ
である。特に高度急性期医療に関しては、弘前大学医
学部附属病院、青森県立中央病院並びに八戸市立市民
病院によって青森県全体をカバーする構図になってお
り、高度急性期医療の柱の1つである周術期管理に関
して、附属病院麻酔科、集中治療部の協力の下、地域
周術期管理医学講座を中心に八戸市立市民病院と強く
連携して教育、研究、診療することは必要不可欠であ
ることから、寄附を受け入れたものである。

寄附講座設置日：R3.4.1
設置期間：R3.4.1～R8.3.31
令和3年度   20,000,000円
令和4年度   20,000,000円(予
定)
令和5年度   20,000,000円(予
定)
令和6年度   20,000,000円(予
定)
令和7年度   20,000,000円(予
定)
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大館市 33,000,000円 令和3年6月15日

　
  寄附講座
（大館・北秋田地域医療推進
学講座）

　地域医療を担う優秀な若手
医師育成のための卒前・卒後
医学教育の在り方に関する研
究と，地域医療の現場で国際
水準の質の高い医療を提供で
きる医師養成のための生涯教
育の実践を通じて，地域医
療，特に大館・北秋田地域に
おける医療連携に関する研究
を行うとともに，その研究成
果の普及活動を行い，地域医
療の充実と住民の健康福祉の
向上に寄与することを目的と
する。さらに，がんを中心と
する同地域において重要な疾
患の予防，診断，治療に関す
る研究を通じて，地域住民の
社会福祉の向上に寄与するこ
とを目的とする。

　
　弘前大学大学院医学研究科では，多くの臨床
医学系講座，総合医学教育学講座，社会医学講
座がそれぞれの担当の中で地域医療に関する講
義を行うとともに，学外の地域医療機関の協力
の下で診療参加型臨床研修を実施し，地域医療
に関する卒前臨床医学教育の充実に努めてい
る。
　一方，医学教育の在り方に関する検討の中
で，地域医療を担う優秀な医師の養成にあたっ
ては，卒前医学教育，卒後臨床研修，大学院教
育，医師生涯教育を一貫して見通し，改善を
図っていくことの重要性が指摘されている。
　北秋田地域の中核病院である大館市立総合病
院は，消化器外科学講座をはじめとする臨床医
学系講座との密接な協力関係の中で卒前・卒後
医学教育の場を提供し，一方，医学研究科は大
学院教育や生涯教育の場の提供，さらに，がん
等の地域における重要な疾患に対する診療支援
等を行うことで，相補的に北秋田地域の医療の
充実と社会福祉に貢献してきた。
　本寄附講座の設置は，多くの臨床医学系講
座，総合医学教育学講座，社会医学講座との連
携の下，地域医療に対応できる診療能力を有す
る医師育成のための卒前・卒後医学教育の在り
方に関する研究，及びがんを中心とする地域に
おいて重要な疾患の予防，診断，治療に関する
研究をさらに推進するものであり，また，大学
院教育も含めた医師の生涯教育を実践すること
で，地域医療，特に北秋田地域における地域医
療の一層の充実を図る必要があることから，寄
附を受け入れたものである。

寄附講座設置日：H25.10.1
設置期間：H25.10.1～R5.3.31

平成25年度　20,000,000円
平成26年度　30,000,000円
平成27年度　30,000,000円
平成28年度　30,000,000円
平成29年度　30,000,000円
平成30年度　33,000,000円
令和元年度　33,000,000円
令和2年度   33,000,000円
令和3年度　 33,000,000円
令和4年度   33,000,000円(予
定)



　以下のとおり、寄附を受領しましたので公表いたします。

寄附者 寄附の金額 受領年月日 内　　容 寄附に至った経緯 備　　考

令和３年度　地方公共団体からの寄附について

公  表  者：国立大学法人弘前大学長

沖縄県 1,500,000円 令和3年8月31日
北部地域及び離島医療研究事業
実地診療研究助成

　へき地医療拠点病院である沖縄県八重山病院から依
頼を受け，本学から医師を2名派遣することとなった
(2019年4～9月,2019年10月～2020年3月）。そのこと
に対し，沖縄県から離島勤務医師に対する助成制度を
利用した寄附の提案を受け，本学の研究活動等幅広く
活用するため寄附を受け入れたものである。

沖縄県 1,500,000円 令和3年12月10日
北部地域及び離島医療研究事業
実地診療研究助成

　へき地医療拠点病院である沖縄県八重山病院から依
頼を受け，本学から医師を2名派遣することとなった
(2019年4～9月,2019年10月～2020年3月）。そのこと
に対し，沖縄県から離島勤務医師に対する助成制度を
利用した寄附の提案を受け，本学の研究活動等幅広く
活用するため寄附を受け入れたものである。

沖縄県 1,500,000円 令和4年1月31日
北部地域及び離島医療研究事業
実地診療研究助成

　へき地医療拠点病院である沖縄県八重山病院から依
頼を受け，本学から医師を2名派遣することとなった
(2019年4～9月,2019年10月～2020年3月）。そのこと
に対し，沖縄県から離島勤務医師に対する助成制度を
利用した寄附の提案を受け，本学の研究活動等幅広く
活用するため寄附を受け入れたものである。


